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更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
五
周
年
を
迎
え
て

坂

本

圭

祥

島
根
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長

H
n
h
刊

凶
作
に
史
生

保
諮
制
度
の

中
枢
で
あ
る
、

犯
罪
首
予
防

更
生
法
が
施
行
さ
れ
て
本
年
で
六
十
五
周

年
。
そ
の
日
的
は
回
、
地
方
自
治
体
、
地

域
住
民
が
辿
携
し
て
、
犯
罪
や
非
行
に
陥

っ
た
人
々
の
更
生
を
一
抜
助
し
、
社
会
環
境

を
浄
化
し
て
犯
罪
を
予
防
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
更
に
ご
の
制
度
の
中
核
で
あ
る

保
議
司
法
も
、
翌
年
の
昭
和
一一
十
五
年

五
月
二
十
五
円
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
保
護
司
の
身
分
は
可
能
な
限
り
秘
匿

と
し
、
保
護
観
察
対
象
者
の
存
在
を
社
会

か
ら
擁
誰
す
る
態
勢
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
保
護
司
法
は
平
成
十

一
年
に
改
正
さ

れ
「
犯
罪
予
防
活
動
」
の
銘
の
も
と
、
保

護
司
の
身
分
を
も
っ
て
、
更
生
保
護
の
思

想
を
社
会
に
普
及
す
る
方
針
と
な
っ
た
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
保
護
問
察
対
泉
者
の

擁
護
の
聞
い
が
は
ず
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

戸，ー、．

t=.. ,::.:_ ... 
社
会
は
そ
の
後
も
凶
悪
犯
罪
が
統
発

し
、
更
に
は
保
護
観
察
対
象
者
の
所
在
不

明
事
件
な
ど
が
重
な
り
、
平
成
二
十
年
六

月
に
従
米
の
「
犯
罪
者
予
防
一史
牧
法
」
と

「執
行
猶
予
似
諮
観
察
法
」
が
整
理
・
統

合
、
新
た
に

「更
生
保
説
法
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
は
保
誰
司
組
織
の
充
実

強
化
を
図
り
、
保
護
司
組
織
の
拠
点
と
な

る
「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

開
設
、
新
任
保
護
司
支
援
策
な
ど
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
再
犯
・
再
非
行

防
止
を
図
り
、
厚
生
労
働
省
と
述
携
し
、

伺
祉
支
援
・
就
労
支
擬
・
居
場
所
の
提
供

な
ど
の
社
会
復
帰
支
援
策
、
併
せ
て
更
生

保
誰
施
策
と
し
て
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予

制
度
」
の
導
入
、
「
社
会
員
献
活
動
」
の
義

務
づ
け
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
い

か
に
犯
罪
・
非
行
に
陥
っ
た
人
で
も
、
縁

に
よ
り
機
に
よ
り
、
改
善
更
生
し
社
会
復

帰
が
望
め
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
法
の
施

策
で
あ
り
ま
す
。

く
さ
ば
か
ず
ひ
さ

佐
賀
県
の
陶
彩
画
家
「
草
場
一
言
」
氏

の
書
か
れ
た
「
か
が
や
い
て
い
る
」
と
い

う
絵
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
に
は
「
カ

l
坊
」
と
い
う
男
の
子
が
登
場
。

カ
l
坊
は
自
分
自
身
が
大
嫌
い
だ

と
い
う
。
い
つ
も
プ
リ
プ
リ
怒
っ
て
ば

友
達
に
い
じ
わ
る
を
し
た
り
、

父
ほ
を
悲
し
ま
せ
た
り
、
索
直
に
な

れ
な
い
臼
分
が
大
師
い
だ
・
・
と
。
「
ど

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る

の
？
」
カ
l
明
の
心
の
奥
の
た
ま
し
い

が
問
い
か
け
る
。「
い
つ
も
笑
っ
て
父

さ
ん
や
凶
さ
ん
に
感
謝
し
、
心
か
ら

再
び
友
達
と
子
を
つ
な
ぎ
、
仲
よ
く

明
る
く
か
が
や
き
た
い
ん
だ
」
「
君
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
ち
ゃ
ん
と
知

っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
も
う
だ
い
じ
よ

う
ぶ
」
と
心
の
た
ま
し
い
の
声
。

カ
1
坊
の
た
ま
し
い
が
親
切
に
教
え
語

り
か
け
、
希
望
を
も
た
せ
る
絵
本
で
し
た
。

草
場
氏
は
こ
の
本
の
最
後
に

「
誰
で
も

ほ
ん
と
う
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
。
人
は
愛
す
る
た
め
に
た
ま
し
い
を
与

え
ら
れ
、
そ
の
た
ま
し
い
を
磨
く
た
め
に
、

い
の
ち
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
」
と
。

ま
さ
に
私
た
ち
更
生
保
護
や
青
少
年
健

全
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る
人
の
目
標
が
、

そ
の
ま
ま
絵
本
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
た
ち
も
、

本
当
は
自
分
自
身
で
わ
か
っ
て
い
る
。
そ

う
信
じ
た
い
。
カ
l
坊
の
心
の
奥
の
た
ま

し
い
の
一
前
り
役
を
私
た
ち
が
担
い
、
人
間

愛
を
も
っ
て
微
力
な
が
ら
、
自
分
な
り
の

力
量
で
社
会
に
寄
与
す
る
一
歩
を
進
め
た

い
も
の
で
す
。

か
り
、

出雲地区保護司会



(2) 出雲地区保護司会だより

⑥第64四社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

主唱：法務省

「社会を明るくする運動Jは地域みんなの運動

すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を

築くため、

る地域のチカラ～として、次の活動を推進する。

ヒヨ
日趣

7月を“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地

域のチ力ラ～強調月間とする。
強調月間

①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう

③これらの点について、地域社会の理解と協力の輪を広げよう

行動目標

「立ち直りを支える取組についての協力の拡大」

「就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組の推進」
重点事項

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

出
雲
地
区
保
護
司
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
の

「社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

達
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は

「す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
」
趣
旨
に
基
づ
い
て
、

法
務
大
臣
が
国
民
に
向
け
た
メ
ッ

セ

ー
ジ
を
首
長
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

七
月
一

日

（火
）

午
前
九
時
十
五
分
よ
り

出
雲
市
役
所

一
F

く
に
び
き
大
ホ
1
ル

伝
達
者
．
出
雲
地
医
保
諮
司
会
会
長

受
託
者
＠
出
雲
市
長

参
加
者
・

一
般
市
民
・
保
護
司

・
更
生

保
護
女
性
会
会
員
・

B
B
S

会
会
員

・
協
力
事
業
主
会
会

員

・
人
権
擁
護
委
員

・
青
少

年
育
成
協
議
会
会
員

・
民
生

委
員

・
児
童
委
員

・
出
雲
箸

察
岩

・
少
年
補
導
員
ほ
か

と

き

シ
」
こ
ス

J

平成25年出雲市メ ッセージ伝達式

Pシ万／？幼似0

そ出 Z
の雲z
f山i血z
の区z
取｛呆z
瓶l謎z

司 Z
ム 芸
品 布 告5

のZ

①

広
報
車
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
活
動

②

標
語
の
募
集

対
象
・
小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

③
作
文
の
募
集

対
象
一
小
学
生
、
中
学
生

④
ミ
二
集
会
の
開
催
等
地
域
と
の
連

携
・
協
働
活
動
の
推
進

⑤

中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会
の

開
催



画面
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
『
犯
罪
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
』
『
青
少
年
の
非
行
防
止
』
が
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

－
応
募
資
格

出
雲
市
内
に
居
住
す
る
方

出雲地区保護司会だより

－
募
集
方
法

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
、
未
発

表
の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。

作
品
に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

－
提

出

先

市
役
所
・
各
支
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
－
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
設

置
し
て
あ
る
投
稿
箱
に
入
れ
て
い
た
だ

く
か
、
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

出
雲
地
．
担
保
諮
司
会
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

｛
出
雲
地
区
保
護
司
会
】
で
検
索

－
募
集
期
間

七
月

一
日
j
七
月
三
十

一
日

(3) 

－
表

彰
※
最
優
秀
賞

一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

※
優
秀
賞

※

佳

作

十五
点点

（
賞
状
・
副
賞
）

（
賞
状
・
副
賞
）

－
応
募
資
格

出
雲
市
内
の
小
学
生
・
中
学
生

－
募
集
方
法

一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
、
未
発
表

の
・
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
住
所
・
学
校
名
・
学
年
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

－
提

出

先

各
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

－
募
集
期
間

夏
休
み
期
間
中

－
表

彰
※
最
優
秀
賞

※
優
秀
賞

※

佳

作

十 二 一
点点点

（
賞
状
・
副
賞
）

（
賞
状
・
副
賞
）

（
賞
状
・
副
賞
）

－
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
小
・
中
学
校
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
・
学
校
生
活
や
地
域

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
運
動
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

国
園
開
幽

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
島
根
県
推

進
委
員
会

園
田
園

島
根
県
小
学
校
長
会
・
島
根
県
中
学
校
長

会
・
島
根
県
保
護
司
会
連
合
会
・
更
生
保

護
法
人
島
根
県
更
生
保
護
観
察
協
会
・
島

根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
・
島
根
県
B
B

S
連
盟
・
山
陰
中
央
新
報
社

閑
闘
闘

・
応
募
資
格

島
根
県
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

．テl
マ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣
旨
を

踏
ま
え
て
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生

活
の
中
で
体
験
し
た
乙
と
を
基
に
、
犯
罪

や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
題
材
と
し
た
も
の
と
し

ま
す
。

－
原
稿
枚
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
1
五
枚
程
度

・
応
募
先

出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）
へ
学
校
を
通

じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

．．．．． 

九
月
十
日
（
水
）

－
募
集
締
切
日

・
そ
の
他

応
募
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、

題
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

回
国
圃
困

島
根
県
推
進
委
員
会
に
優
秀
作
品
を

推
薦
し
、
審
査
の
う
え
入
賞
作
品
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
中
か
ら

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
の
各
三
点
以

内
を
選
考
し
、
同
中
央
推
進
委
員
会
（
法

務
省
）
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

国
－
国

最
優
秀
賞
各
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

優
秀
賞
各
八
点
（
賞
状
・
副
賞
）

な
お
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

。
標
語
・
作
文
の
優
秀
作
品
は
十
二
月
に

発
行
す
る
保
護
司
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
ま
す
。

。
問
合
せ
先

出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）

出
雲
市
小
山
町
五
五
二
番
地

T
E
L

－－一一
1
l七
一
九
O



出雲地区保護司会だより

第64回社会を明るくする運動嘗発講演会

7月1日（火） 午前9時45分～

出雲市役所1Fくにぴきホール

入場無料
※入場者数には限りがあります。

講 師 寮美千子さん

主催 出雲地区保護司会

協賛 出雲市社会を明るくする運動推進委員会

講師プ口フィール

作家。幼年童話から絵本、ジ、ュブナイル小説、詩、純文学、

ノンフィクションまで手がけ、題材も先住民関連から宇宙

天文関連まで幅広い。近刊に、絵巻絵本 『空とぶ鉢』『生ま

れかわり』『祈りのちから 東大寺大仏縁起絵巻より』、神

話絵本 『天からおりてきた河 インド・ガンジス神話j（し、

ずれも長崎出版）、読み物絵本 『エルトウール号の遭難 ト

ルコと日本を結ぶ心の物語』（小学館）など。

1955年東京に生まれる

1986年 毎日童話新人賞を受賞し作家デビュー

2005年 長編小説 『楽園の鳥』で泉鏡花文学賞受賞

2006年首都圏より奈良ヘ転居

2007年奈良少年刑務所の社会性酒養プ口クラム講師

となる

現在14期目の授業を行っている。

お問い合わせ：出雲更生保護サポートセンター（出雲地区保護司会）

干693・0051 島栂県出雲市小山町552番地 TEL(0853) 22・7190FAX (0853) 22・7191

(4) 



島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

出雲地区保護司会だより

出
雲
地
区
保
護
司
会
河
南
支
部
の
活
動

と
し
て
、
毎
年
更
生
施
設
を
訪
問
し
保
護

司
の
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
年
は
二
月
二
十
五
日
に
「
島
根
あ
さ

ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
刑
務
所
で
あ
り
な

が
ら
刑
務
所
と
い
う
文
字
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
運
営
も
官
民
協
働
の
手
法

を
活
用
す
る
な
ど
ユ
一
丁
ク
な
方
法
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い

(5) 

あさひ社会復9需センタ

出
雲
地
区
保
護
司
会
河
南
支
部

な
い
男
子
受
刑
者
二
千
名
を
収
容
で
き
る

施
設
で
、
障
が
い
を
有
す
る
者
や
特
別
な

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
者
も
含
ま
れ
ま
す
。

刑
務
所
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
明
る
い

雰
囲
気
の
ロ
ビ

l
で
受
付
を
済
ま
せ
、
所

持
品
を
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
か
ら
刑
事
施
設
へ

入
り
ま
す
。
警
備
シ
ス
テ
ム
は
金
属
探
知

機
や
薬
物
検
知
装
置
、

3
D立
体
画
像
で

所
持
品
を
衣
類
の
上
か
ら
識
別
で
き
る
セ

ー
フ
ビ

ュ
1
等
の
万
全
な
保
安
警
備
体
制

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

次
に
会
議
室
で
全
体
の
説
明
を
聞
い
て

か
ら
施
設
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
議
室
に
は
受
刑
者
用
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
従
来
の

施
設
の
よ
う
な
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く

明
る
く
爽
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。

部
屋
は
全
て
格
子
の
な
い
個
室
で
、
吹

き
抜
け
の
開
放
的
な
多
目
的
ホ
l
ル
を
取

り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
窓
は
強
化
ガ

ラ
ス
が
使
わ
れ
て
お
り
、
身
体
が
出
せ
な

い
よ
う
に
両
端
は
十
セ
ン
チ
程
度
し
か
聞

か
な
い
造
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
格
子
が

な
い
の
で
明
る
く
清
潔
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
ホ
l
ル
に
は
物
品
購
入
や
図

書
の
貸
し
出
し
を
受
け
付
け
る
キ
オ
ス
ク

端
末
が
設
置
し
で
あ
っ
た
り
、
食
事
の
配

膳
を
無
人
自
動
搬
送
シ
ス
テ
ム
で
行
う
な

ど

I
T技
術
が
彼
方
此
方
に
活
用
し
て
あ

り
ま
す
。

三
層
の
渡
り
廊
下
は

一
階
と
三
階
を
受

刑
者
用
、
二
階
を
職
員
用
と
し
て
お
り
、

関
連
業
務
に
従
事
す
る
民
間
職
員、
が
受
刑

者
と
接
し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま

刑事施設の運営

・充実した処遇の実現

．鴎寮人初の育成

・O 支撮活動

－食材．魯畠の地元鯛入

．風土．景観への膚和

－地織への施股鯛1$.

地域のカ
－・か怠自然と白畢の恵み
出航ての蜘 麟 f士会復帰支握
・今に息づく軍史と鏑鵠 コミュニティの形成
・地元企鍵による儒蛾 （島根あさひモデル）

．地元ポラシティアの箇カ

自治体のI鰍，唱し）j

す
。こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
施
設
の
視
察

を
終
え
て
、
受
刑
者
が
改
善
更
生
の
た
め

に
各
種
の
取
り
組
み
を
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
だ
と
思
い
ま
し
た
。（

石
飛

準



(6) 出雲地区保護司会だより

州
雲一
史
生
保
護
女
性
会
は
、
昭
和
で
十
じ

年
三
月
に
出
雲
地
区
更
生
保
誰
婦
人
会
と
し

て
凶
十
九
名
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
組

織
も
平
成
二
十
四
年
に
結
成
主
十
同
年
の
記

念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

邸
布
は
、
十
六
支
部
、

一
三
四
名
で
「
非

行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
」
「
次
代
を
伺

う

rど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
」
を
願
っ

て、

保
誰
司
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
符
織
と

辿
携
を
密
に
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

結
成
当
初
の
活
動
は
、
物
日
間
版
売
に
よ
り
、

会
の
運
営
資
金
を
集
め
た
り
、
子
ど
も
た
ち

ゃ
心
な
ら
ず
も
罪
を
犯
し
た
人
々
が
図
書
に

役員一同記念写真

d』
"lX 

長

鐘

築

章

恵

一
組
し
み
、
人
を
思
い
や
る
心
を
培
っ
て
ほ
し

い
と
十
円
本
を
集
め
て
施
設
に
寄
贈
し
た
り
、

「
悪
書
の
追
放
運
動
」
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
は
、
組
織
全
体
と
し
て
の
取

り
組
み
と
支
部
活
動
の
二
本
立
て
で
行
っ
て

い
ま
す
。

、
全
体
の
活
動

（
二
愛
の
図
書
募
金
活
動
（
平
成
二
十
五

年
で
五
十
三
回）

募
金
活
動
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

月
間
の
七
月
j
八
月
に
会
員
が
家
庭
や

事
業
所
等
を
訪
問
し
、
浄
財
の
寄
贈
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
浄
財
で
、
旧
市

内
の
保
育
国
（
三
十
二
カ
所
）
幼
稚
園

（
十
七
カ
所
）
小
学
校
（
十
凶
カ
所
）
中

学
校
（
七
カ
所
）
へ
、
総
『
傾

一一

七
万

円
ほ
ど
の
図
書
券
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
夢
中
に
な

っ
て
本
を
読
ん
で
い
る
写
真
や
喜
び
を

絵
に
し
た
礼
状
が
届
き
ま
す
。

園l足からのお礼の手紙（高松地区）

う
己
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

川
修
会
は
、
保
護
司
会
主
催
の
ケ
ー

ス
研
修
会
へ
の
参
加
や
矯
正
施
設
の
訪

問
を
中
心
に
し
た
視
察
附
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
総
会
時
に
あ

わ
せ
て
講
演
会
を
計
両
し
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
更
生
保
護
女
性
会
員
と
し
て

必
要
な
知
識
や
元
気
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
た
め
の
他
康
管
理
等
を
組

み
入
れ
て
い
ま
す
。
落
語
家
の
春
雨
や

部
需
師
匠
の
「
笑
い
の
健
康
法
」
は
お

金
も
道
具
も
必
要
と
せ
ず
、
家
族
や
会

員
で
取
り
組
み
ゃ
す
い
も
の
で
し
た
。

視
察
研
修
や
講
演
会
を
通
し
て
、
会

員
相
互
の
連
携
や
幹
が
い
一
休
ま
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
、
支
部
活
動

支
部
活
動
は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
ニ

ー
ズ
に
－
b
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

社
会
相
祉
協
議
会
等
と
協
力
し
折
助
を
進
め

て
い
ま
す
。

支
部
で
開
催
さ
れ
る
「
青
少
年
間
全
育
成

推
進
大
会
」
へ

の
参
加
、
あ
い
さ
つ
起
動
交

通
安
全
の
見
守
り
、
古
少
年
の
非
行
防
止
の

た
め
の
駅
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
幼
推
困
や

小
学
校
で
の
本
の
読
み
聞
か
せ
、

子
ど
も
た

ち
の
食
育
と
し
て
料
理
教
室
の
刷
出
、
円
本

十日
来
の
文
化
伝
承
の
た
め
の
行
事

（川
見
の

会
や
も
ち
つ
き
体
験
・
ひ
な
祭
り
・
お
茶
会
）
、

小
学
校
で
の
花
壇
作
り
、
海
岸
約
耐
へ
の
参

加
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

激
励
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
千
ど
も
た

ち
が
元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
制
丘
の
述
併

と
情
報
交
換
を
よ
り
密
に
し
、
業
し
み
な
が

ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
保
護
司
会
、
関
係
機
関
、
団
体

の
ご
支
援
、
ご
協
h
A
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

もくもく苑における活動（四絡地区）



(7) 出雲地区保護司会だより

罪を犯した人たちの立ち直りを助け、
再び犯罪や非行に陥るのを防ぐしくみを更生保護といいます。

更生保護は地域に住む多くの人たちに支え5れ進め5れています。

あなたに「できること」か5始めてみませんか。

保護司は、刑務所や少

年院から出て［保護観

察」を受けるととになっ

た人芯どを指導し、相談

にのったり、様々 芯支提
を行う民間の

ボランティア

です。

協力雇用主
罪を犯した人の前歴に関わらす’
雇用するととで、立ち直りに協力
する民間の事業者です。

更生保彊施設
刑務所出所者等に対して、宿泊場
所や食事を提供し、自立に向けた

支揺を行う民間の施設ですω

“社会を明るくする運動．’

に参加する。

刑務所や少年院、職業訓練忽どで

作ったものを購入する

更生保護女性会
女性としての立場から、地域の犯
罪予防活動や子育て支握活動な
どを行うボランティア団体です。

更生保護ボランティアを

支援する

BBS会
兄や姉のよう芯身近な立場から
非行少年等の成長を手助けする

青年ボランティア団体です。

法務省では、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの立ち直りについて理解と協力の舗を広げるため、

それぞれの地域で“社会を明るくする運動”を展開しています。

皆さんも地織の行事に参加するなど、更生保護へのご協力をお願いします。



(8) 出雲地区保護司会だより

近
年
、
社
会
を
震
憾
さ
せ
る
よ
う
な

犯
罪
が
相
次
い
で
発
生
し
、
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
予
防
す
る
に
は
、

地
域
社
会
か
ら
犯
罪
に
陥
る
者
が
出
な

い
よ
う
に
環
境
を
浄
化
す
る
な
ど
、
犯
罪

予
防
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
方
、
犯
罪
に
陥
っ
た
者
が
再
犯
を

し
な
い
よ
う
保
護
や
指
導
を
す
る
こ
と

も
特
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
少
年
院
や

刑
務
所
か
ら
釈
放
に
な
っ
た
者
が
、
再
び

罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
温
か
く

迎
え
入
れ
、
職
業
や
住
居
確
保
な
ど
に

つ
い
て
助
言
や
援
助
を
行
う
な
ど
し
て

更
生
へ
の
自
覚
を
促
進
し
、
安
定
し
た
生

活
に
つ
か
せ
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し

て
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
と
し

て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
に
は
、
社
会
奉
仕
の

熱
意
と
人
間
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
島

根
県
内
お
よ
そ
五

O
O人
の
保
護
司
並

び
に
更
生
保
護
関
係
の
機
関
・
団
体
で

あ
る
島
根
更
生
保
護
会
、
島
根
県
更
生

保
護
女
性
会
員
、
島
根
県

B
B
S会
員
、

島
根
県
協
力
事
業
主
、

N
P
O
法
人
島

根
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
な
ど
の
人

出
雲
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
第
二
十
一
号

た
ち
が
日
夜
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
り
、
犯

罪
前
歴
者
や
非
行
青
少
年
の
更
生
保
護

に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

更
生
保
護
事
業
に
は
種
々
の
施
策
が
講

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い

仕
事
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
理
解
あ
る
協
力
者

を
社
会
に
求
め
、
物
心
両
面
に
亘
る
ご

支
援
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

島
根
保
護
観
察
協
会
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
県
内
に
お
け

る
犯
罪
予
防
並
び
に
保
護
司
活
動
等
の

充
実
発
展
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

左
記
の
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
、
当
協

会
の
会
員
と
し
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

普
通
会
員

協
力
会
員

賛
助
会
員

特
別
会
員

名
4
E
E

－
－
会
員

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額

一
千
円
以
上

三
千
円
以
上

五
千
円
以
上

一
万
円
以
上

十
万
円
以
上

更
生
保
護
法
人
島
根
保
護
観
察
協
会

理

事

長

古

瀬

誠

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
発
行

お
礼
と
お
願
い

出
雲
地
区
で
は
、
昨
年
度
、
約
千

八
百
名
の
皆
さ
ま
に
観
察
協
会
に
ご

加
入
の
う
え
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

出
雲
地
区
保
護
司
会

会

長

坂

本

圭

祥

更
生
保
護
功
労
受
章
者

（
平
成
二
十
六
年
春
の
叙
勲
）

瑞
宝
双
光
章

坂本圭祥

。
平園山山品量 圃釜米新

屋 田 成 山 本 岡 橋

平成治敬 任 二基孝 樹任 圃

一男止 よ文更更更 圃十 （ （ 年 多 品 佐 平
ム佐香 塩
ハ）冶 ~ f3悲き巴 閣年）
ム
ノ、

圃月 十

日 日 園付 付

出
雲
地
区
保
護
司
会

。
安
田

安
住

勝
島

小
倉

野
津

富
岡

坂
根

石
川

足
立

員 j問光俊雅郁徹文公
司 子 紀 夫 史 子 正 雄 臣

0 
花田藤松園一川天
田部田村山ノ上野
久 瀬
美敏 正恵｜年清良
子推努利子男子枝

。
部
会
長

O
副
部
会
長

事
務
所
出
雲
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更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
五
周
年
に

あ
た
り
、
巻
頭
に
は
、
関
係
す
る
諸
法

令
の
制
定
・
改
正
の
経
過
と
今
日
の
犯

罪
情
勢
、
ま
た
活
動
に
臨
む
姿
勢
に
つ

い
て
、
坂
本
圭
祥
島
根
県
保
護
司
会
連

合
会
会
長
に
執
筆
願
い
ま
し
た
。

－

続
い
て
掲
載
し
ま
し
た
よ
う
に
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
・
「
保
護
観
察

協
会
」
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

－
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
号
、
発
行
ま
で
に
数
回
の
編
集
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
各
委
員
の

－
意
見
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ

－
と
も
多
く
、
自
分
に
と
っ
て
は
有
り
難

い
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

一
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

’F・・・・

（
勝
島
徹
正
）
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出雲地区保護司会


